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和
歌
山
保
護
司
会 

会
長
代
行 

樫
畑 

直
尚 

 

去
る
令
和
７
年

11

月
５
日
に
、
和
歌
山
城
ホ
ー
ル
に

て
和
歌
山
県
更
生
保
護
功
労
者
顕
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
ご
来
賓
並
び
に
関
係
者
多
数
に
ご
参
集
い
た
だ

き
、
式
典
は
厳
か
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り

更
生
保
護
活
動
に
従
事
さ
れ
て
き
た
等
、
顕
著
な
功
労

の
あ
っ
た
方
々
が
顕
彰
の
栄
誉
に
浴
す
る
機
会
を
頂
戴

し
ま
し
た
。
更
生
保
護
と
い
う
目
立
た
ぬ
分
野
で
地
道

に
活
動
を
続
け
て
き
た
皆
さ
ま
の
ご
苦
労
に
心
よ
り
感

謝
致
す
と
と
も
に
、
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
式
典
に
参
加
し
て
、
私
た
ち
保
護
司
も
他
の
ひ
と
に

尽
く
す
と
い
う
利
他
の
精
神
を
心
に
、
今
後
と
も
活
動

の
輪
を
広
げ
て
参
り
た
い
と
思
い
を
新
た
に
し
た
次
第

で
す
。 

和
歌
山
保
護
司
会
は
、
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
、
安
全

安
心
な
地
域
社
会
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
一

歩
一
歩
と
、
例
え
あ
ゆ
み
は
遅
く
と
も
着
実
に
活
動
を

重
ね
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
受
章
な
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
対
し
、
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
念
じ
、
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

和
歌
山
県
更
生
保
護
功
労
者
顕
彰
式
典 
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令
和
６
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
瑞
宝
双
光
章
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
こ
と

は
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成

12

年
に
保
護
司
を
拝
命
し
ま
し
た
時
、
長
年
保
護
司
を
し
て
い

た
夫
の
父
か
ら
「
人
様
相
手
の
事
や
。
距
離
を
置
か
な
ア
カ
ン
。
の
め
り

こ
ん
だ
ら
ア
カ
ン
」
と
、
助
言
を
受
け
ま
し
た
。 

そ
し
て
こ
れ
ま
で
沢
山
の
方
の
人
生
の
ほ
ん
の
一
部
分
で
す
が
関
わ
ら

せ
て
頂
き
、
自
分
が
ど
れ
だ
け
恵
ま
れ
た
環
境
で
生
か
さ
れ
て
き
た
の
か

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
ま
た
こ
の
様
な
賞
を
い
た
だ
き
本
当
に

幸
せ
者
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

今
日
ま
で
常
に
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
観
察
所
の
皆
様
、
並
び
に
お

世
話
に
な
っ
た
す
べ
て
の
皆
様
に
改
め
て
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が
ら
保
護
司
活
動
に
貢
献
し
、
次
世
代
の
方
々
へ

の
橋
渡
し
役
と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

瑞
宝
双
光
章
受
章
慶
び
の
声 

 

 

西
支
部 

得
津 

壽
美
代 

   

   

 

旭
日
小
綬
章
受
章
慶
び
の
声 

 

 

西
支
部 

森
下 

正
紀 

瑞宝双光章  得津 壽美代 （西支部） 

旭日小綬章  森下  正紀 （西支部）  

法務大臣表彰 
   江川  友章（東支部）   佐藤  孝博（西支部）   山下  耕司（南支部）  
   佐谷 美津子（北支部）       
全国保護司連盟理事長表彰 
   菊井  一夫（東支部）   新宅 さよ子（西支部）   青山  真弥（南支部） 
   岡崎  広治（北支部）   西山  光俊（北支部）   
全国保護司連盟理事長表彰 -家族功労者- 
   樫畑  順子（樫畑 直尚 南支部） 
近畿地方更生保護委員会委員長表彰 
   楠   太樹（東支部）   雑賀 万希子（東支部）   貝尻  ニ美（西支部） 
   波多野 正藏（西支部）   岩本   章（南支部）   関根  久夫（南支部） 

河島  美幸（北支部）   前原  壯行（北支部）   山本   篤（北支部） 
近畿地方保護司連盟会長表彰  
   平田  謙司（東支部）   岩崎  好生（西支部）   武田  幹子（西支部） 

宮﨑  利和（西支部）   米原   睦（西支部）   堀   優子（北支部） 
牟田口 順子（北支部） 

和歌山県知事感謝状  
   林    功（東支部）   山田  博美（東支部）   中村  咲子（西支部） 
   中   智子（南支部）   井上  節夫（北支部）      
和歌山保護観察所長表彰  
   石橋  洋二（東支部）   大澤  理恵（西支部）   小倉 季佐子（西支部） 
   伊井  智雄（南支部）   久保  聡美（南支部）   齊藤   実（南支部） 
   田村  朋也（南支部）   前   寿広（南支部）   太田  善孝（北支部） 
   福中   仁（北支部）   宮﨑 多賀子（北支部）   宮﨑   久（北支部） 
和歌山県保護司会連合会会長表彰 
   田端  宏德（東支部）   林   まみ（東支部）   山口  智世（東支部） 

中本 眞由子（西支部）   山本  哲生（西支部）   金田  博行（北支部） 
川﨑  力夫（北支部）            （敬称略）ご芳名は当用漢字にて表記しています 

    
    
 
    
    
 

    
 
    

 

５
月

20

日
快
晴
の
日
に
、
皇
居
豊
明
殿
に
て
、
天
皇
陛
下
に
拝
謁

賜
り
ま
し
た
。
こ
の
上
な
い
名
誉
で
実
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。 

旭
日
小
授
章
の
名
誉
は
、
今
迄
の
保
護
司
の
皆
様
方
や
、
保
護
観
察

所
の
皆
様
方
、
ま
た
、
私
の
生
業
で
あ
り
ま
す
石
油
業
界
の
皆
様
方
、

家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
と
、
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
、

喜
び
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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社明作文第一次審査 

第 75回〝社会を明るくする運動〟 

４者合同研修会・懇親会 

第２期地域別定例研修 

９月１６日（火）にサポートセンター和歌山が入居

している新南交流会 2 階の市民交流スペースにて社明

作文第一次審査が開催されました。 

和歌山保護司会・和歌山市更生保護女性会・BBS 会

の２４名が審査員でした。 

社会を明るくする運動という難しい課題ですが、ど

うすれば明るい社会になるか、子供たちが一生懸命に

考えて書かれた素晴らしい作品ばかりです。読ませて

もらい甲乙つけがたい作文の中から、これはというも

のを選んでいくのは難しい作業でした。 

各学校の先生方のご指導の下、素晴らしい作文を書

いてくださった小中学生の皆様有難うございました。 

 

テーマ：少年処遇について 

少年法の目的と定義の説明を受け、18・19 歳の者が罪を犯した場合には、 
その立場に応じた取扱いとするため「特定少年」としての講義を受けました。 
 令和６年中の和歌山県の犯罪情勢によると、刑法犯の検挙人員は前年比
3.9％増の 1,771 人で内、少年は 8.0％増の 243 人となっています。 
 今後の活動として、環境への依存度が高く、周囲の影響を受けやすい少年の
特徴を鑑み、称賛とねぎらいを通し健全な育成を目的として実施したい。 
 

１０月３日（金）「紀三井寺はやし」にて例年通り行わ

れました。今回は協力雇用主会様に企画をお願いして「今

が幸せなら過去は変えられる」のテーマで行われました。 

 生い立ちや生活の環境に恵まれない、お二人の講演でし

た。生い立ちや生活の環境に恵まれない方は、沢山居ると

思います。ただ、その様な環境でも健気に一生懸命生きて

いる方が殆どです。犯罪に手を染めたとしても、何時でも

立ち直りが出来ます。何度でも立ち直れます。 

 今回、講演された方のパートナーが再犯を犯し逮捕され

た事実を聞かされました。想像するに薬物での逮捕。可愛

いらしい三人の子供さんに囲まれて、幸せな生活を送っ

ていたその時に、甘い誘惑に誘われたであろうその時に、

自制出来ない精神の危うさや弱さを感じました。薬物犯

罪の再犯のリスクが非常に高い事を改めて感じました。 

そのパートナーの方も、今回が最後の過ちとなり、薬物を

断ち切り立ち直る事を期待します。 
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各支部県外研修 

東支部 

西支部 

東支部の県外研修は令和 7 年１０月１５日に、川谷観察官にもご参加いただき関西国際空港の税関業務視察

と河内ワイン館の見学に行きました。 

関西空港にて大阪税関の広報官（和歌山県警OB）から税関業務について説明していただきました。税関とは

字の如く「税徴収と関所の機能」であり、我が国の安全・安心な社会を実現させるため、持込や輸出入に係る違

法な行為全般の取締りを担当されています。 

税関での薬物押収量が総押収量の 9割強であることや、展示された密輸隠匿具（二重底）を見学し、水際での

取締りによって多くの犯罪が未然に防がれていると感じました。    

今回は麻薬探知犬の模擬捜査も見学する予定でしたが、建物内に押収した大麻臭が充満していることから中

止となりました。逆にリアルな実情を体験することになりました。 

河内ワイン館では醸造工程を見学し、その歴史を感じつつ試飲を楽しみました。  

                                       東支部 鈴木 啓司 

 

 9 月２６日（金）、大阪府交野市の交野女子学院を訪問し研鑽を積んできました。 

 施設は近畿二府四県と中部地方六県の家裁送致された１４歳から２０歳未満の女子少年が対象の法務省所轄の

施設で、現在、和歌山から措置された院生はいないとの事でした。 

 施設は昭和５６年に改築との事ですが、老朽化が歪めなく感じたのと、昨今は個室化が進んでいるので改修が

必要と感じ、問うと「国が決めた順番改修なのでなかなか進まない現状」と、「共同部屋で脱走の計画は無いです

か？」と問うと「何度かあった、保護後の接遇が大変」と話されていた。過去に大人男性に騙されたりしてきた事

から中々男性職員の指導が入らない苦労があるとの事でした。 

 段階的なプログラムでステップアップし最終目標の社会復帰を目指すが環境調整が上手くゆくことが大切な課

題と感じました。  

                                         西支部 山本 哲生 
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南支部 

北支部 

令和７年１０月２４日（金）、２５日（土）北支部の県外研修に参加させていただきました。 

秋空のもと、２０名の参加で、研修先は大阪少年鑑別所（大阪法務少年支援センター）で法務教官より、少年

鑑別所とは、と説明をしてくださいました。鑑別所では３つの業務を核とし、心理学、教育学、社会学等を専門

的知識、技術に基づいた業務を行っているそうです。教官も生活全般、心情の安定、各場面での行動傾向等、常

にアンテナを張めぐらせていらっしゃるということでした。その後館内を案内していただきました。 

その後は宿泊先の宝塚へ移動、到着後は温泉で疲れを癒す方、散策される方と食事迄の時間を自由に満喫され

ていました。 

次の日は宝塚観劇、宙組の公演を観て、いつもと違う先生方の楽しいお顔を拝見できました。客席数は２５２

７席すべて埋まり、迫力あるステージを楽しむことが出来ました。北海道から修学旅行で来られている方等、普

段からもチケットが手に入らないのに、修学旅行ではと羨ましく思いました。やはり時代が違うのかなと感じま

した。 

いつもと違う雰囲気で県外研修を終える事が出来ました。ありがとうございました。  

                                      北支部 牟田口 順子 

南支部視察研修 
令和７年９月２４日に、南支部担当の鈴木観察官にもご参加いただき２４名にて、堺西地区保護司会のご協

力のもと堺市を訪ねてきました。 
まず千利休ゆかりの龍興山南宗寺をガイドさんの案内で見学した後、南海グリル天兆閣別館において堺西

地区保護司会の皆様との交流会を開催し、①サポートセンターの運営について、②地域や他団体との連携に

ついて、などの現状報告と意見交換を行い、その後は食事をとりながら親睦を深めることができました。そ

して大阪少年鑑別所へ移動し、施設の見学と概要の説明をしていただきました。 

 その後、さかい利晶の杜にて立礼呈茶と、与謝野晶子をテーマとした歴史文化の資料を見学しました。 

 朝早くからの出発で、少々ハードな一日でしたが、非常に充実した県外研修となりました。 

                                       南支部 初田 隆生 
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北
支
部 

南
支
部 

西
支
部 

東
支
部 

令
和
８
年
２
月
９
日
（
月
） 

場
所
： 

河
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ―

 

令
和
８
年
１
月
29
日
（
木
） 

場
所
：
紀
三
井
寺
は
や
し 

令
和
８
年
１
月
26
日
（
月
） 

場
所
：
合
同
庁
舎
６
階 

研
修
会
議
室 

 

令
和
７
年
12
月
９
日
（
火
） 

場
所
：
紀
三
井
寺
は
や
し 

 

俳 句 教 室 作 品 

墨
汁
を
ふ
ふ
み
し
筆
や
十
三
夜 
 
 
 
 

森 

幸
子 

秋
の
野
辺
異
国
人
ら
も
バ
ス
を
待
つ 

 
 

淺
川 

美
香 

花
壇
荒
れ
主
な
き
庭
の
彼
岸
花 

 
 
 
 

乾 

三
千
代 

 

暗
闇
は
虫
の
世
界
の
楽
園
よ 

 
 
 
 
 

大
竹 

有
美 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
  

秋
の
空
ひ
よ
い
と
乗
り
た
し
あ
の
雲
に 

 

乙
井 

八
重
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
の
虹
の
足
元
君
の
生
家
あ
り 

 
 

 
 

小
西 

健
之 

川
底
の
鯉
が
顔
出
す
小
春
か
な 

 
 
 
 

坂
本 

記
美
子 

潮
の
香
も
気
づ
か
ぬ
ほ
ど
や
秋
澄
め
り 

 

坂
本 

漸 

ど
こ
ま
で
も
海
の
青
さ
や
赤
と
ん
ぼ 

 
 

杉
谷 

睦
生 

寒
柝
を
打
つ
間
も
し
ゃ
べ
る
女
人
た
ち 

 

津
得 

壽
美
代 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋
夜
長
禁
酒
を
解
く
夫
と
か
な 

 
 
 
 

中
村 

咲
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

選
者 

 

「
森 

幸
子
」 

 
 

10

月
半
ば
に
入
っ
て
も
、
な
お
長
く
厳
し
か
っ
た
今
年
の
夏

で
し
た
が
、
や
っ
と
、
し
の
ぎ
や
す
さ
に
ほ
っ
と
し
た
ら
、
駆

け
足
で
秋
も
過
ぎ
去
り
、
年
の
瀬
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
冬
に
向
か
う
中
、
皆
様
体
調
に
気
を
つ
け
て
、
来
年
も

笑
顔
で
楽
し
ん
で
心
豊
か
な
保
護
司
会
活
動
を
続
け
ら
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

皆
様
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
S

.N
. 

各
部
会
総
会
及
び
新
年
会 

令
和
８
年
１
月
15
日
（
木
） 

ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国  

・
部
会
総
会 

 
 

・
新
年
会

 
 

 
 

  

＊
詳
細
は
送
付
す
る
ハ
ガ
キ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い 

和
歌
山
保
護
司
会
合
同
研
修
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

令
和
８
年
２
月
３
日
（
火
）
13
時
半 

・
場
所
：
合
同
庁
舎
共
用
会
議
室
５
階 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
受
付
：
13
時
～ 

＊
詳
細
は
送
付
す
る
ハ
ガ
キ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い 

第
3
期
地
域
別
定
例
研
修 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
年
末
年
始  

・
仕
事
納
め 

令
和
７
年
12
月
25
日
（
木
）
10
時
～
16
時 

・
仕
事
始
め 

令
和
８
年
1
月
5
日
（
月
）
10
時
～
16
時 

令
和
８
年
1
月
6
日
（
火
）
10
時
～
12
時 

 

 

＊
・
詳
細
は
各
支
部
の
案
内
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い 

・
所
属
支
部
の
研
修
日
に
都
合
が
つ
か
ず
出
席
で

き
な
い
方
は
、
事
前
に
支
部
長
に
申
し
出
て
他

支
部
の
地
域
別
研
修
に
参
加
を
お
願
い
し
ま
す 

 

９
月
30
日
付
で
小
川
史
乘
前
会
長
が
辞
職
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

会
長
代
行
に
樫
畑
直
尚
副
会
長
が
就
任
し
ま
し
た 

 新任・OB・OG の皆さん 

日時：毎月第３水曜日 １０時～ 

対象：更生保護関係者 

 


